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この道産材事業では，次の2点の試験を行っています。
1)　道内製材工場と連携し，芯の有無によるトドマツ
ツーバイ材の歩留まり検証試験

2)　道総研林産試験場でのトドマツツーバイ材パネル
の性能評価試験

歩留まり検証試験の結果，芯を避けたトドマツツー
バイ材の方が，芯有りよりも歩留まりは高くなること
がわかりました。このことは，ツーバイ材の選別に役
立つ知識となりました。
パネルの性能評価試験では，次の2点が明らかにな

りました。
1)　トドマツツーバイ材は輸入ツーバイ材と比べ製品
精度が高い水準で安定している。
ねじれ・曲がり等はありますが，プレーナー等の加
工不具合が少なく，結果として製品歩留まりが高くな
りました。これは大規模工場で大量生産する輸入ツー
バイ材に対し，道内製材工場は高い精度で選別作業を
する結果であると考えています。
2)　耐力壁として，トドマツツーバイ材パネルは輸入
ツーバイ材パネルと比べ同程度の強度を持つ。

OSB，針葉樹合板等の複数種類の面材を用いてせ
ん断試験を実施したところ，全ての面材で国交省告示
に定められている壁倍率を上回る性能値が得られまし
た。さらに，温湿度変化による寸法変化は輸入ツーバ
イ材パネルより安定していました，これは製材工場の
習熟した乾燥技術の表れではないかと考えています。

一方，間仕切りパネルの鉛直荷重の性能評価では，

輸入ツーバイ材パネルより変形しやすい結果となりま
した。縦使い（スタッド）では全く問題とはなりませ
んが，横使いでは課題になると考えられます。そこ
で，この道産材事業を行った後，当社では独自で上下
枠にカラマツツーバイ材を利用したパネルの強度試験
を林産試験場に依頼し，輸入ツーバイ材と性能差がな
いパネルが作れることを確認しました。今後はこうし
た複合樹種による高強度道産ツーバイパネルの生産も
視野に入れたいと考えています。

■トドマツツーバイ材の利用拡大
2つの道産材事業によってトドマツツーバイ材の有

効性が示され，ハウスメーカー・工務店に対する十分
な説明材料が得られたことから普及を進めたところに
ウッドショックが発生し，輸入ツーバイ材の調達が困
難となり，価格も高騰していきました。これによっ
て，利用がなかなか進まなかったトドマツツーバイ材
が，一気に普及していくこととなりました。また，後
に暴落する輸入ツーバイ材の大きな価格変動に対し，
ある程度の変動はあるもののトドマツツーバイ材の価
格は安定していました。コストが安定していることは
パネル工場の先々の計画に大きく役立ちます。これは
道内製材工場の生産努力の成果であり，供給の安定性
に並ぶ，もう一つのトドマツツーバイ材の大切な特徴
であると考えています。
仮にウッドショックが起きていなければ，トドマツ
ツーバイ材の品質，という魅力を利用者にしっかりと
伝えながら普及に取り組んでいただろうと思います。
ウッドショックが沈静化した今が普及に取り組む大切
な時期ではないかと考えています。
トドマツツーバイ材は，パネル工場にとっては精度
が高く，製品歩留まりが良い利用しやすい材料です。
パネルの納入先でも精度に対する安定した高評価を受
けています。ウッドショックが落ち着いた現在，トド
マツツーバイ材は輸入ツーバイ材と同基準品として定
着しつつあります。その一方で，供給量が限られてい
ること，輸入ツーバイ材と比べると現時点ではコスト
アップとなること，材長が12フィート主体となるこ
と，という課題もあります。そのため，道産材指定に
応えるには至っていないのが現状です。利用者側に，
このような課題を転嫁せず，道産ツーバイ材の利用を
拡げていくことが現在の当社の大きな取り組み課題と
なっています。

■トドマツツーバイ材の調達
数年前まで，道内でトドマツツーバイ材を生産する
工場は少なく，道総研林産試験場の紹介により新得町
の（株）関木材工業さんと出会うことができました。
（株）関木材工業さんのトドマツツーバイ材は素晴ら
しい品質で，当社のトドマツツーバイ材利用の自信に
もなりました。現在は，トドマツツーバイ材を生産す
る工場が増え，森町の（株）ハルキさんからも安定し
た供給が見込めることとなりました。特に，（株）ハ
ルキさんからは幅広のトドマツツーバイ材が調達でき
るため，パネル工場での利用比率を増やすことにつな
がっています。
当社では，道内製材工場からの仕入量は毎月維持
し，余剰となる月は輸入ツーバイ材の仕入量で調整す
るようにしています。また，パネル工場でのトドマツ
ツーバイ材使用率は30％程度としています。これ
は，トドマツツーバイ材のコスト・製品歩留まりと，
輸入ツーバイ材のコスト・製品歩留まりのバランスが
とれる水準と考えられるからです。材長に関しては木
取や使用部位を考えて対応を進めています。

こうしてトドマツツーバイ材が問題なく利用されて
いることが浸透することで，道産材指定・道産材
100％利用という機会創出につながればと考えていま
す。今は輸入ツーバイ材と遜色ないという点を理解頂
く段階と考えています。利用が定着することで枠組壁
工法の道産材100％利用が実現できると考えていま
す。

■道内製材企業との共存共栄
当社は製材機能を保有していないため，材料調達に
は製材工場の協力が必須となります。調達した材料
は，素材の特性を理解した保管等，適切な管理と利用
を行うよう心掛けています。これらの知見は2つの道
産材事業を通じて学ぶことができました。製材工場は
大切なパートナーであり，供給される材料は大切に使
い切ることが私たちの役割だと思います。もちろん不
具合を発見した場合は製材工場へ連絡することとなり
ますが，改善状況が素早く確認できることは道産材の
メリットと言えます。さらに，こうして製材工場と連
携することで常に良い材料の創出に協力できるという
点も道産材利用のメリットと言えます。これからの道
産材利用に関しては，需要側と供給側が上下関係とな
る構図ではなく，共に協力して良い材料の創出と利用
を行う体制づくりがとても大切な点になると考えてい
ます。当社は材料の使い手として，この役割の一翼を
担えればと考えています。
道産材は，北海道で育った木が製材工場の技術によ
り製品となった魅力ある材料です。十分な品質・強度
は証明されていますが，利用者へのさらなる魅力創り
も必要だと思います。例えば道産米は味と北海道とい
うブランドを持っているように，道産材も優れた品質
に加わる魅力創りが私たちの役割といえます。合法性
のトレーサビリティーやHOKKAIDO WOODのよう
なブランディングなど，道産材の魅力創りはこれから
だと思います。
今後，環境意識の高まりにより木造建築の需要が増
加し，道産材の利用は増えていくと思います。当社は
環境課題への貢献という点だけではなく，北海道の森
林・木材産業を活性化するために道産材を継続して利
用していきたいと考えています。利用を継続すること
で産業が維持され，材料が安定して供給されることと
なります。これは将来の事業安定化のための投資とい
えます。そのため道産材を使う会社としての責任を持
ち，道産材の普及に取り組みながら，選んでもらえる
材料としての魅力づくりにより一層取り組んでいきた
いと思います。

■会社の沿革
西條産業は，1950年に北海道小樽市で創業しまし

た。創業当初は小樽市内の木材業者に原木を販売し，
その後，原木から製材の販売に移行しました。当時，
道産製材の扱い量は少なく，小樽港に入る北洋材，米
材のスプルースが多かったようです。

現在は木材販売に加え，ツーバイ材パネル・建築資
材の販売，住宅・一般建築物の建築，工事現場での仮
設プレハブ建築，中・大規模木造建築などを行ってい
ます。

■ツーバイ材との関わり
ツーバイ材の取り扱いは1984年から始まりまし
た。当初は木拾いしたツーバイ材を販売するだけでし
たが，1990年からツーバイ材パネルの製造を開始し
ました。2018年にはツーバイ材加工機械を導入した
工場（築港パネル工場）を新設してパネル生産能力を
強化し，年間約5,500坪・160棟前後のパネル生産が
できるまでになりました。新工場では，効率良く，精
度の高い加工を目指しています。生産したツーバイ材

パネルは，札幌近郊を中心にハウスメーカーや工務店
に出荷しています。
当初，使用しているツーバイ材は全量輸入材でし
た。そのような中，2010年頃から数年にわたり，十
勝地方を中心に道産ツーバイ材の利用が取り組まれま
した。この時，当社も道内のパネル工場と連携して道
産ツーバイ材を利用する機会を持ち，自社物件やハウ
スメーカーへの納材を通して道産ツーバイ材を扱う経
験を得ました。その結果，道産ツーバイ材は良い評価
を得ることができましたが，輸入材との価格差や供給
量という点で利用が促進される状況ではありませんで
した。
さらに時代が移り，北海道が実施する道産建築材供
給力強化対策事業（以下，道産材事業）に参画する機
会を得ます。2019年の道産材事業では，ようてい森林
組合が主体となり，当社のパネル工場がある後志地区
の中大径トドマツからツーバイ材を生産し，それのパ
ネル材としての品質を評価する調査に参画しました。
調査の結果，トドマツツーバイ材は，価格は輸入ツー
バイ材より高くなりましたが，品質は遜色ありません
でした。そこで当社は，実用に適する品質であるこ
と，同一地域内で調達できることを利点と考え，トド
マツツーバイ材の調達を検討し，2020年には本格的な
工場材料としての利用を進めました。さらに，パネル
と一緒に納材する羽柄材や仮設プレハブの原料として
も，部分的に道産トドマツKD材を利用しています。

■トドマツツーバイ材の性能評価
トドマツツーバイ材の調達と並行するかたちでハウ
スメーカーや工務店に利用を働きかけたところ，ツー
バイパネルとしての強度に不安の声が寄せられまし
た。このような利用者の疑問の声に明確な検証結果で
応えることが道産ツーバイ材利用促進につながると考
え，強度実証の実施方法を模索していたところ，
2021年の道産材事業で当社が主体となりトドマツ
ツーバイ材の性能評価を実施させていただけることと
なりました。

ツーバイ材パネル工場における道産材の利用
～ 道産建築材供給力強化対策事業を契機として ～

西條産業株式会社　神谷　純司

表1に示した樹種から，スツール，テーブル，カッ
ティングボードを試作しました（写真2）。なお，こ
れらの試作に際しては，樹種の多様性を図ること，お
よび低質広葉樹の流通チャネルを示す観点から，ハン
ノキ（ケヤマハンノキ）原木をひだか南森林組合から
入手し，せり売りで入手した3樹種と同様に利用しま
した。ハンノキを選択したのは，林道沿い等に多く自
生し，早生樹として着目される一方，現状ではその多
くがパルプ材・燃料材として利用されていることか
ら，その造作材としての活用可能性を見ることにあり
ました。
試作は，上川水平連携の会員である(株)いさみや，

社会福祉法人当麻かたるべの森で行いました。なお，
両事業体ともCoC認証を取得していないことから試作
品は森林認証製品とはなりません。「認証森林から出
材した広葉樹を利用した試作品」，という説明で展示
会等に出展しました。また，上川水平連携では，「北
海道生まれ」の木材製品のブランド名称でである
「HOKKAIDO　WOOD」に登録し，カッティング
ボードやトドマツ認証材の一部にはロゴマークを付し
て展示等に用いました。

　　　　　　　
■展示会への出展
道総研林産試験場や上川総合振興局の協力も得て，
下記の展示会に出展し，トドマツ認証材・広葉樹試作
品・木板張防火構造外壁模型等の展示，後述する技術
資料の配付等を行いました。
1) 37th 北海道ビジネスEXPO
　 2023年11月9日～10日（札幌市）
2) かみかわの未来の森を守る『森林認証』展示会

　2023年11月18日～19日（旭川市）
　2023年11月25日～26日（富良野市）
　2023年12月 9日～10日（名寄市）（写真3）
3) WOODコレクション(モクコレ)2024（写真4）
　 2024年1月11日～12日（東京都）
モクコレでは来場者から，たとえば次のような感想
をいただきました。
・高齢者施設では白っぽい色が好まれるので，トドマ
ツは良さそう
・スツールが可愛いらしく，こども園で使える。ねじ
一本で組み立てられるのも良い
・ハンノキの成長の良さと質感に興味があり，もっと
使われて良い資源と感じる

■技術資料の作成
森林認証材，広葉樹流通チャネルに関するそれぞれ
の資料を作成し，展示会や北海道建築士会所属の建築
士への配付に用いました。
1)　トドマツ認証材を建物に使いませんか5)（写真5）
主に建築関係者を対象として，トドマツ認証材の
建築物での使用事例を示す

2)　北海道産広葉樹　流通チャネルの多様化　実践例6)

木材利用に関わる事業者等を対象として，北海道内
で試みられている広葉樹流通の新たな事例を示す

■木と暮らしの情報館での展示
森林認証に関するパネルおよびトドマツ認証材を中
心とする展示を行いました（写真6）。後述するよう
に，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義など
については，十分には知られていないので，よりかみ
砕いた展示パネルを作成するなどして，展示内容を充
実できればと考えています。

■事業を実施して
上川地域での森林認証展示会のアンケート（上川総
合振興局実施）結果は，森林認証制度を知っている一
般の方が少ないことを示しています。また，モクコレ
でも，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義な

どについて，一般市民の方に端的に説明することの難
しさを実感しました。
その一方で，トドマツ樹葉のエッセンシャルオイル
（(株)ふぷの森の森林認証取得製品）の香りに興味を
持った来場者に対し，トドマツの葉から絞ったオイル
であることの説明から始め，ラベルの認証マークを見
ていただきながら森林認証の説明につなげてみまし
た。身近な製品が森林認証を取得していることが，森
林認証への理解を深めるきっかけになることの一例で
あり，これからの認証製品PRの際の参考になると思
われます。さらに，認証森林から出材した広葉樹製
品・試作品を切り口として，トドマツを含めた森林認
証製品・制度に対する関心・理解を得るアプローチの
有効性も確認できたように思われます。
また，国産広葉樹を利用する必要性が高まる中で，
せり売りによって小規模事業者への広葉樹供給を試み
た事例，および原料材として集積された原木から板材
の生産を試みた事例を掲載した「北海道産広葉樹　流
通チャネルの多様化　実践例」は，広葉樹需要者の
ニーズに応えるひとつの提案となったことが感じられ
ました。
　
■謝辞
事業の実施に際しては，下川町役場，当麻町役場，
上川総合振興局林務課，道総研林産試験場のご協力を
いただきました。深く感謝申し上げます。
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■はじめに
2009年に設立された上川地域水平連携協議会（以
下，上川水平連携）は，トドマツを活用した製品の開
発を進めてきました1)。近年では，「トドマツ防耐火
外装ハンドブック」，「防火木外壁技術資料」などを
作成し，防火制限を受ける中大規模建築物でのトドマ
ツ利用に取り組んでいます。

2023年，全国木材組合連合会等から「森林経営の
持続性」をキーワードとする「顔の見える木材供給体
制構築事業」の公募が行われました。上川水平連携
は，「流通チャネルの多角化による北海道上川地方産
認証木材の需要拡大」というテーマで応募したところ
採択となり，森林認証材の需要拡大を図るための事業
に取り組みました。

■事業内容の概要
上川地域では，2003年に下川町の民有林が北海道

で初となるFSC-FM・CoC認証を取得しています。次
いで，2018年には上川森林認証協議会が設立され，
SGEC-FM，SGEC-CoC認証の取得および認証材の活
用が取り組まれています。その結果，上川地域では国
有林以外の森林の65％がFM認証林となり，またCoC
認証事業者は64社となっています2)。また，上川水平
連携の4事業体も，それぞれ森林認証を取得していま
す。
上川地域の人工林はトドマツの蓄積量が最も多く，
このこともあって，上川地域のCoC認証製品やプロ
ジェクト認証施設ではトドマツ認証材が多く用いられ
ています。また，北海道の場合，トドマツ林分では約
7割に，落葉性のカラマツ林分では9割の林分に広葉
樹の侵入が見られる3)，という背景もあり，トドマツ
認証林を伐採した際にも，一定量の広葉樹が出材され
ています。そこで，上川地域の森林認証林を対象に，
トドマツ認証材およびトドマツ認証森林から出材され
る広葉樹の利用に取り組みました。ここでは，広葉樹
利用を中心に概要をお伝えします。

■トドマツ認証森林から出材される広葉樹の利用
2023年11月1日，下川町有林の69／68年生トドマツ

人工林が主伐された際に出材した広葉樹のせり売りが
行われました（写真1）。上川水平連携はそのせり売
りに参画し，表1に示す物件を落札しました。

せり売りの対象となった売却物件および落札価格の
総計は表2のとおりです4)。このせり売りの試みは，
トドマツ人工林に自生する広葉樹を丁寧に選抜し，需
要者に供給することで，材の価値を高め，山側に利益
還元できる可能性が示されているように思います。
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この道産材事業では，次の2点の試験を行っています。
1)　道内製材工場と連携し，芯の有無によるトドマツ
ツーバイ材の歩留まり検証試験

2)　道総研林産試験場でのトドマツツーバイ材パネル
の性能評価試験

歩留まり検証試験の結果，芯を避けたトドマツツー
バイ材の方が，芯有りよりも歩留まりは高くなること
がわかりました。このことは，ツーバイ材の選別に役
立つ知識となりました。
パネルの性能評価試験では，次の2点が明らかにな

りました。
1)　トドマツツーバイ材は輸入ツーバイ材と比べ製品
精度が高い水準で安定している。
ねじれ・曲がり等はありますが，プレーナー等の加
工不具合が少なく，結果として製品歩留まりが高くな
りました。これは大規模工場で大量生産する輸入ツー
バイ材に対し，道内製材工場は高い精度で選別作業を
する結果であると考えています。
2)　耐力壁として，トドマツツーバイ材パネルは輸入
ツーバイ材パネルと比べ同程度の強度を持つ。

OSB，針葉樹合板等の複数種類の面材を用いてせ
ん断試験を実施したところ，全ての面材で国交省告示
に定められている壁倍率を上回る性能値が得られまし
た。さらに，温湿度変化による寸法変化は輸入ツーバ
イ材パネルより安定していました，これは製材工場の
習熟した乾燥技術の表れではないかと考えています。

一方，間仕切りパネルの鉛直荷重の性能評価では，

輸入ツーバイ材パネルより変形しやすい結果となりま
した。縦使い（スタッド）では全く問題とはなりませ
んが，横使いでは課題になると考えられます。そこ
で，この道産材事業を行った後，当社では独自で上下
枠にカラマツツーバイ材を利用したパネルの強度試験
を林産試験場に依頼し，輸入ツーバイ材と性能差がな
いパネルが作れることを確認しました。今後はこうし
た複合樹種による高強度道産ツーバイパネルの生産も
視野に入れたいと考えています。

■トドマツツーバイ材の利用拡大
2つの道産材事業によってトドマツツーバイ材の有

効性が示され，ハウスメーカー・工務店に対する十分
な説明材料が得られたことから普及を進めたところに
ウッドショックが発生し，輸入ツーバイ材の調達が困
難となり，価格も高騰していきました。これによっ
て，利用がなかなか進まなかったトドマツツーバイ材
が，一気に普及していくこととなりました。また，後
に暴落する輸入ツーバイ材の大きな価格変動に対し，
ある程度の変動はあるもののトドマツツーバイ材の価
格は安定していました。コストが安定していることは
パネル工場の先々の計画に大きく役立ちます。これは
道内製材工場の生産努力の成果であり，供給の安定性
に並ぶ，もう一つのトドマツツーバイ材の大切な特徴
であると考えています。
仮にウッドショックが起きていなければ，トドマツ
ツーバイ材の品質，という魅力を利用者にしっかりと
伝えながら普及に取り組んでいただろうと思います。
ウッドショックが沈静化した今が普及に取り組む大切
な時期ではないかと考えています。
トドマツツーバイ材は，パネル工場にとっては精度
が高く，製品歩留まりが良い利用しやすい材料です。
パネルの納入先でも精度に対する安定した高評価を受
けています。ウッドショックが落ち着いた現在，トド
マツツーバイ材は輸入ツーバイ材と同基準品として定
着しつつあります。その一方で，供給量が限られてい
ること，輸入ツーバイ材と比べると現時点ではコスト
アップとなること，材長が12フィート主体となるこ
と，という課題もあります。そのため，道産材指定に
応えるには至っていないのが現状です。利用者側に，
このような課題を転嫁せず，道産ツーバイ材の利用を
拡げていくことが現在の当社の大きな取り組み課題と
なっています。

■トドマツツーバイ材の調達
数年前まで，道内でトドマツツーバイ材を生産する
工場は少なく，道総研林産試験場の紹介により新得町
の（株）関木材工業さんと出会うことができました。
（株）関木材工業さんのトドマツツーバイ材は素晴ら
しい品質で，当社のトドマツツーバイ材利用の自信に
もなりました。現在は，トドマツツーバイ材を生産す
る工場が増え，森町の（株）ハルキさんからも安定し
た供給が見込めることとなりました。特に，（株）ハ
ルキさんからは幅広のトドマツツーバイ材が調達でき
るため，パネル工場での利用比率を増やすことにつな
がっています。
当社では，道内製材工場からの仕入量は毎月維持
し，余剰となる月は輸入ツーバイ材の仕入量で調整す
るようにしています。また，パネル工場でのトドマツ
ツーバイ材使用率は30％程度としています。これ
は，トドマツツーバイ材のコスト・製品歩留まりと，
輸入ツーバイ材のコスト・製品歩留まりのバランスが
とれる水準と考えられるからです。材長に関しては木
取や使用部位を考えて対応を進めています。

こうしてトドマツツーバイ材が問題なく利用されて
いることが浸透することで，道産材指定・道産材
100％利用という機会創出につながればと考えていま
す。今は輸入ツーバイ材と遜色ないという点を理解頂
く段階と考えています。利用が定着することで枠組壁
工法の道産材100％利用が実現できると考えていま
す。

■道内製材企業との共存共栄
当社は製材機能を保有していないため，材料調達に
は製材工場の協力が必須となります。調達した材料
は，素材の特性を理解した保管等，適切な管理と利用
を行うよう心掛けています。これらの知見は2つの道
産材事業を通じて学ぶことができました。製材工場は
大切なパートナーであり，供給される材料は大切に使
い切ることが私たちの役割だと思います。もちろん不
具合を発見した場合は製材工場へ連絡することとなり
ますが，改善状況が素早く確認できることは道産材の
メリットと言えます。さらに，こうして製材工場と連
携することで常に良い材料の創出に協力できるという
点も道産材利用のメリットと言えます。これからの道
産材利用に関しては，需要側と供給側が上下関係とな
る構図ではなく，共に協力して良い材料の創出と利用
を行う体制づくりがとても大切な点になると考えてい
ます。当社は材料の使い手として，この役割の一翼を
担えればと考えています。
道産材は，北海道で育った木が製材工場の技術によ
り製品となった魅力ある材料です。十分な品質・強度
は証明されていますが，利用者へのさらなる魅力創り
も必要だと思います。例えば道産米は味と北海道とい
うブランドを持っているように，道産材も優れた品質
に加わる魅力創りが私たちの役割といえます。合法性
のトレーサビリティーやHOKKAIDO WOODのよう
なブランディングなど，道産材の魅力創りはこれから
だと思います。
今後，環境意識の高まりにより木造建築の需要が増
加し，道産材の利用は増えていくと思います。当社は
環境課題への貢献という点だけではなく，北海道の森
林・木材産業を活性化するために道産材を継続して利
用していきたいと考えています。利用を継続すること
で産業が維持され，材料が安定して供給されることと
なります。これは将来の事業安定化のための投資とい
えます。そのため道産材を使う会社としての責任を持
ち，道産材の普及に取り組みながら，選んでもらえる
材料としての魅力づくりにより一層取り組んでいきた
いと思います。

■会社の沿革
西條産業は，1950年に北海道小樽市で創業しまし

た。創業当初は小樽市内の木材業者に原木を販売し，
その後，原木から製材の販売に移行しました。当時，
道産製材の扱い量は少なく，小樽港に入る北洋材，米
材のスプルースが多かったようです。

現在は木材販売に加え，ツーバイ材パネル・建築資
材の販売，住宅・一般建築物の建築，工事現場での仮
設プレハブ建築，中・大規模木造建築などを行ってい
ます。

■ツーバイ材との関わり
ツーバイ材の取り扱いは1984年から始まりまし
た。当初は木拾いしたツーバイ材を販売するだけでし
たが，1990年からツーバイ材パネルの製造を開始し
ました。2018年にはツーバイ材加工機械を導入した
工場（築港パネル工場）を新設してパネル生産能力を
強化し，年間約5,500坪・160棟前後のパネル生産が
できるまでになりました。新工場では，効率良く，精
度の高い加工を目指しています。生産したツーバイ材

パネルは，札幌近郊を中心にハウスメーカーや工務店
に出荷しています。
当初，使用しているツーバイ材は全量輸入材でし
た。そのような中，2010年頃から数年にわたり，十
勝地方を中心に道産ツーバイ材の利用が取り組まれま
した。この時，当社も道内のパネル工場と連携して道
産ツーバイ材を利用する機会を持ち，自社物件やハウ
スメーカーへの納材を通して道産ツーバイ材を扱う経
験を得ました。その結果，道産ツーバイ材は良い評価
を得ることができましたが，輸入材との価格差や供給
量という点で利用が促進される状況ではありませんで
した。
さらに時代が移り，北海道が実施する道産建築材供
給力強化対策事業（以下，道産材事業）に参画する機
会を得ます。2019年の道産材事業では，ようてい森林
組合が主体となり，当社のパネル工場がある後志地区
の中大径トドマツからツーバイ材を生産し，それのパ
ネル材としての品質を評価する調査に参画しました。
調査の結果，トドマツツーバイ材は，価格は輸入ツー
バイ材より高くなりましたが，品質は遜色ありません
でした。そこで当社は，実用に適する品質であるこ
と，同一地域内で調達できることを利点と考え，トド
マツツーバイ材の調達を検討し，2020年には本格的な
工場材料としての利用を進めました。さらに，パネル
と一緒に納材する羽柄材や仮設プレハブの原料として
も，部分的に道産トドマツKD材を利用しています。

■トドマツツーバイ材の性能評価
トドマツツーバイ材の調達と並行するかたちでハウ
スメーカーや工務店に利用を働きかけたところ，ツー
バイパネルとしての強度に不安の声が寄せられまし
た。このような利用者の疑問の声に明確な検証結果で
応えることが道産ツーバイ材利用促進につながると考
え，強度実証の実施方法を模索していたところ，
2021年の道産材事業で当社が主体となりトドマツ
ツーバイ材の性能評価を実施させていただけることと
なりました。

表1に示した樹種から，スツール，テーブル，カッ
ティングボードを試作しました（写真2）。なお，こ
れらの試作に際しては，樹種の多様性を図ること，お
よび低質広葉樹の流通チャネルを示す観点から，ハン
ノキ（ケヤマハンノキ）原木をひだか南森林組合から
入手し，せり売りで入手した3樹種と同様に利用しま
した。ハンノキを選択したのは，林道沿い等に多く自
生し，早生樹として着目される一方，現状ではその多
くがパルプ材・燃料材として利用されていることか
ら，その造作材としての活用可能性を見ることにあり
ました。
試作は，上川水平連携の会員である(株)いさみや，

社会福祉法人当麻かたるべの森で行いました。なお，
両事業体ともCoC認証を取得していないことから試作
品は森林認証製品とはなりません。「認証森林から出
材した広葉樹を利用した試作品」，という説明で展示
会等に出展しました。また，上川水平連携では，「北
海道生まれ」の木材製品のブランド名称でである
「HOKKAIDO　WOOD」に登録し，カッティング
ボードやトドマツ認証材の一部にはロゴマークを付し
て展示等に用いました。

　　　　　　　
■展示会への出展
道総研林産試験場や上川総合振興局の協力も得て，
下記の展示会に出展し，トドマツ認証材・広葉樹試作
品・木板張防火構造外壁模型等の展示，後述する技術
資料の配付等を行いました。
1) 37th 北海道ビジネスEXPO
　 2023年11月9日～10日（札幌市）
2) かみかわの未来の森を守る『森林認証』展示会

　2023年11月18日～19日（旭川市）
　2023年11月25日～26日（富良野市）
　2023年12月 9日～10日（名寄市）（写真3）
3) WOODコレクション(モクコレ)2024（写真4）
　 2024年1月11日～12日（東京都）
モクコレでは来場者から，たとえば次のような感想
をいただきました。
・高齢者施設では白っぽい色が好まれるので，トドマ
ツは良さそう
・スツールが可愛いらしく，こども園で使える。ねじ
一本で組み立てられるのも良い
・ハンノキの成長の良さと質感に興味があり，もっと
使われて良い資源と感じる

■技術資料の作成
森林認証材，広葉樹流通チャネルに関するそれぞれ
の資料を作成し，展示会や北海道建築士会所属の建築
士への配付に用いました。
1)　トドマツ認証材を建物に使いませんか5)（写真5）
主に建築関係者を対象として，トドマツ認証材の
建築物での使用事例を示す

2)　北海道産広葉樹　流通チャネルの多様化　実践例6)

木材利用に関わる事業者等を対象として，北海道内
で試みられている広葉樹流通の新たな事例を示す

■木と暮らしの情報館での展示
森林認証に関するパネルおよびトドマツ認証材を中
心とする展示を行いました（写真6）。後述するよう
に，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義など
については，十分には知られていないので，よりかみ
砕いた展示パネルを作成するなどして，展示内容を充
実できればと考えています。

■事業を実施して
上川地域での森林認証展示会のアンケート（上川総
合振興局実施）結果は，森林認証制度を知っている一
般の方が少ないことを示しています。また，モクコレ
でも，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義な

どについて，一般市民の方に端的に説明することの難
しさを実感しました。
その一方で，トドマツ樹葉のエッセンシャルオイル
（(株)ふぷの森の森林認証取得製品）の香りに興味を
持った来場者に対し，トドマツの葉から絞ったオイル
であることの説明から始め，ラベルの認証マークを見
ていただきながら森林認証の説明につなげてみまし
た。身近な製品が森林認証を取得していることが，森
林認証への理解を深めるきっかけになることの一例で
あり，これからの認証製品PRの際の参考になると思
われます。さらに，認証森林から出材した広葉樹製
品・試作品を切り口として，トドマツを含めた森林認
証製品・制度に対する関心・理解を得るアプローチの
有効性も確認できたように思われます。
また，国産広葉樹を利用する必要性が高まる中で，
せり売りによって小規模事業者への広葉樹供給を試み
た事例，および原料材として集積された原木から板材
の生産を試みた事例を掲載した「北海道産広葉樹　流
通チャネルの多様化　実践例」は，広葉樹需要者の
ニーズに応えるひとつの提案となったことが感じられ
ました。
　
■謝辞
事業の実施に際しては，下川町役場，当麻町役場，
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■はじめに
2009年に設立された上川地域水平連携協議会（以
下，上川水平連携）は，トドマツを活用した製品の開
発を進めてきました1)。近年では，「トドマツ防耐火
外装ハンドブック」，「防火木外壁技術資料」などを
作成し，防火制限を受ける中大規模建築物でのトドマ
ツ利用に取り組んでいます。

2023年，全国木材組合連合会等から「森林経営の
持続性」をキーワードとする「顔の見える木材供給体
制構築事業」の公募が行われました。上川水平連携
は，「流通チャネルの多角化による北海道上川地方産
認証木材の需要拡大」というテーマで応募したところ
採択となり，森林認証材の需要拡大を図るための事業
に取り組みました。

■事業内容の概要
上川地域では，2003年に下川町の民有林が北海道

で初となるFSC-FM・CoC認証を取得しています。次
いで，2018年には上川森林認証協議会が設立され，
SGEC-FM，SGEC-CoC認証の取得および認証材の活
用が取り組まれています。その結果，上川地域では国
有林以外の森林の65％がFM認証林となり，またCoC
認証事業者は64社となっています2)。また，上川水平
連携の4事業体も，それぞれ森林認証を取得していま
す。
上川地域の人工林はトドマツの蓄積量が最も多く，
このこともあって，上川地域のCoC認証製品やプロ
ジェクト認証施設ではトドマツ認証材が多く用いられ
ています。また，北海道の場合，トドマツ林分では約
7割に，落葉性のカラマツ林分では9割の林分に広葉
樹の侵入が見られる3)，という背景もあり，トドマツ
認証林を伐採した際にも，一定量の広葉樹が出材され
ています。そこで，上川地域の森林認証林を対象に，
トドマツ認証材およびトドマツ認証森林から出材され
る広葉樹の利用に取り組みました。ここでは，広葉樹
利用を中心に概要をお伝えします。

■トドマツ認証森林から出材される広葉樹の利用
2023年11月1日，下川町有林の69／68年生トドマツ

人工林が主伐された際に出材した広葉樹のせり売りが
行われました（写真1）。上川水平連携はそのせり売
りに参画し，表1に示す物件を落札しました。

せり売りの対象となった売却物件および落札価格の
総計は表2のとおりです4)。このせり売りの試みは，
トドマツ人工林に自生する広葉樹を丁寧に選抜し，需
要者に供給することで，材の価値を高め，山側に利益
還元できる可能性が示されているように思います。

 

 

 
面材 OSB パーティクルボード 
枠材 SPF トドマツ SPF トドマツ 
壁倍率 3.8 3.8 4.9 5.0 
告示壁倍率 3.7 4.7 
 

表　パネルの耐力試験結果（抜粋）
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この道産材事業では，次の2点の試験を行っています。
1)　道内製材工場と連携し，芯の有無によるトドマツ
ツーバイ材の歩留まり検証試験

2)　道総研林産試験場でのトドマツツーバイ材パネル
の性能評価試験

歩留まり検証試験の結果，芯を避けたトドマツツー
バイ材の方が，芯有りよりも歩留まりは高くなること
がわかりました。このことは，ツーバイ材の選別に役
立つ知識となりました。
パネルの性能評価試験では，次の2点が明らかにな

りました。
1)　トドマツツーバイ材は輸入ツーバイ材と比べ製品
精度が高い水準で安定している。
ねじれ・曲がり等はありますが，プレーナー等の加
工不具合が少なく，結果として製品歩留まりが高くな
りました。これは大規模工場で大量生産する輸入ツー
バイ材に対し，道内製材工場は高い精度で選別作業を
する結果であると考えています。
2)　耐力壁として，トドマツツーバイ材パネルは輸入
ツーバイ材パネルと比べ同程度の強度を持つ。

OSB，針葉樹合板等の複数種類の面材を用いてせ
ん断試験を実施したところ，全ての面材で国交省告示
に定められている壁倍率を上回る性能値が得られまし
た。さらに，温湿度変化による寸法変化は輸入ツーバ
イ材パネルより安定していました，これは製材工場の
習熟した乾燥技術の表れではないかと考えています。

一方，間仕切りパネルの鉛直荷重の性能評価では，

輸入ツーバイ材パネルより変形しやすい結果となりま
した。縦使い（スタッド）では全く問題とはなりませ
んが，横使いでは課題になると考えられます。そこ
で，この道産材事業を行った後，当社では独自で上下
枠にカラマツツーバイ材を利用したパネルの強度試験
を林産試験場に依頼し，輸入ツーバイ材と性能差がな
いパネルが作れることを確認しました。今後はこうし
た複合樹種による高強度道産ツーバイパネルの生産も
視野に入れたいと考えています。

■トドマツツーバイ材の利用拡大
2つの道産材事業によってトドマツツーバイ材の有

効性が示され，ハウスメーカー・工務店に対する十分
な説明材料が得られたことから普及を進めたところに
ウッドショックが発生し，輸入ツーバイ材の調達が困
難となり，価格も高騰していきました。これによっ
て，利用がなかなか進まなかったトドマツツーバイ材
が，一気に普及していくこととなりました。また，後
に暴落する輸入ツーバイ材の大きな価格変動に対し，
ある程度の変動はあるもののトドマツツーバイ材の価
格は安定していました。コストが安定していることは
パネル工場の先々の計画に大きく役立ちます。これは
道内製材工場の生産努力の成果であり，供給の安定性
に並ぶ，もう一つのトドマツツーバイ材の大切な特徴
であると考えています。
仮にウッドショックが起きていなければ，トドマツ
ツーバイ材の品質，という魅力を利用者にしっかりと
伝えながら普及に取り組んでいただろうと思います。
ウッドショックが沈静化した今が普及に取り組む大切
な時期ではないかと考えています。
トドマツツーバイ材は，パネル工場にとっては精度
が高く，製品歩留まりが良い利用しやすい材料です。
パネルの納入先でも精度に対する安定した高評価を受
けています。ウッドショックが落ち着いた現在，トド
マツツーバイ材は輸入ツーバイ材と同基準品として定
着しつつあります。その一方で，供給量が限られてい
ること，輸入ツーバイ材と比べると現時点ではコスト
アップとなること，材長が12フィート主体となるこ
と，という課題もあります。そのため，道産材指定に
応えるには至っていないのが現状です。利用者側に，
このような課題を転嫁せず，道産ツーバイ材の利用を
拡げていくことが現在の当社の大きな取り組み課題と
なっています。

■トドマツツーバイ材の調達
数年前まで，道内でトドマツツーバイ材を生産する
工場は少なく，道総研林産試験場の紹介により新得町
の（株）関木材工業さんと出会うことができました。
（株）関木材工業さんのトドマツツーバイ材は素晴ら
しい品質で，当社のトドマツツーバイ材利用の自信に
もなりました。現在は，トドマツツーバイ材を生産す
る工場が増え，森町の（株）ハルキさんからも安定し
た供給が見込めることとなりました。特に，（株）ハ
ルキさんからは幅広のトドマツツーバイ材が調達でき
るため，パネル工場での利用比率を増やすことにつな
がっています。
当社では，道内製材工場からの仕入量は毎月維持
し，余剰となる月は輸入ツーバイ材の仕入量で調整す
るようにしています。また，パネル工場でのトドマツ
ツーバイ材使用率は30％程度としています。これ
は，トドマツツーバイ材のコスト・製品歩留まりと，
輸入ツーバイ材のコスト・製品歩留まりのバランスが
とれる水準と考えられるからです。材長に関しては木
取や使用部位を考えて対応を進めています。

こうしてトドマツツーバイ材が問題なく利用されて
いることが浸透することで，道産材指定・道産材
100％利用という機会創出につながればと考えていま
す。今は輸入ツーバイ材と遜色ないという点を理解頂
く段階と考えています。利用が定着することで枠組壁
工法の道産材100％利用が実現できると考えていま
す。

■道内製材企業との共存共栄
当社は製材機能を保有していないため，材料調達に
は製材工場の協力が必須となります。調達した材料
は，素材の特性を理解した保管等，適切な管理と利用
を行うよう心掛けています。これらの知見は2つの道
産材事業を通じて学ぶことができました。製材工場は
大切なパートナーであり，供給される材料は大切に使
い切ることが私たちの役割だと思います。もちろん不
具合を発見した場合は製材工場へ連絡することとなり
ますが，改善状況が素早く確認できることは道産材の
メリットと言えます。さらに，こうして製材工場と連
携することで常に良い材料の創出に協力できるという
点も道産材利用のメリットと言えます。これからの道
産材利用に関しては，需要側と供給側が上下関係とな
る構図ではなく，共に協力して良い材料の創出と利用
を行う体制づくりがとても大切な点になると考えてい
ます。当社は材料の使い手として，この役割の一翼を
担えればと考えています。
道産材は，北海道で育った木が製材工場の技術によ
り製品となった魅力ある材料です。十分な品質・強度
は証明されていますが，利用者へのさらなる魅力創り
も必要だと思います。例えば道産米は味と北海道とい
うブランドを持っているように，道産材も優れた品質
に加わる魅力創りが私たちの役割といえます。合法性
のトレーサビリティーやHOKKAIDO WOODのよう
なブランディングなど，道産材の魅力創りはこれから
だと思います。
今後，環境意識の高まりにより木造建築の需要が増
加し，道産材の利用は増えていくと思います。当社は
環境課題への貢献という点だけではなく，北海道の森
林・木材産業を活性化するために道産材を継続して利
用していきたいと考えています。利用を継続すること
で産業が維持され，材料が安定して供給されることと
なります。これは将来の事業安定化のための投資とい
えます。そのため道産材を使う会社としての責任を持
ち，道産材の普及に取り組みながら，選んでもらえる
材料としての魅力づくりにより一層取り組んでいきた
いと思います。

■会社の沿革
西條産業は，1950年に北海道小樽市で創業しまし

た。創業当初は小樽市内の木材業者に原木を販売し，
その後，原木から製材の販売に移行しました。当時，
道産製材の扱い量は少なく，小樽港に入る北洋材，米
材のスプルースが多かったようです。

現在は木材販売に加え，ツーバイ材パネル・建築資
材の販売，住宅・一般建築物の建築，工事現場での仮
設プレハブ建築，中・大規模木造建築などを行ってい
ます。

■ツーバイ材との関わり
ツーバイ材の取り扱いは1984年から始まりまし
た。当初は木拾いしたツーバイ材を販売するだけでし
たが，1990年からツーバイ材パネルの製造を開始し
ました。2018年にはツーバイ材加工機械を導入した
工場（築港パネル工場）を新設してパネル生産能力を
強化し，年間約5,500坪・160棟前後のパネル生産が
できるまでになりました。新工場では，効率良く，精
度の高い加工を目指しています。生産したツーバイ材

パネルは，札幌近郊を中心にハウスメーカーや工務店
に出荷しています。
当初，使用しているツーバイ材は全量輸入材でし
た。そのような中，2010年頃から数年にわたり，十
勝地方を中心に道産ツーバイ材の利用が取り組まれま
した。この時，当社も道内のパネル工場と連携して道
産ツーバイ材を利用する機会を持ち，自社物件やハウ
スメーカーへの納材を通して道産ツーバイ材を扱う経
験を得ました。その結果，道産ツーバイ材は良い評価
を得ることができましたが，輸入材との価格差や供給
量という点で利用が促進される状況ではありませんで
した。
さらに時代が移り，北海道が実施する道産建築材供
給力強化対策事業（以下，道産材事業）に参画する機
会を得ます。2019年の道産材事業では，ようてい森林
組合が主体となり，当社のパネル工場がある後志地区
の中大径トドマツからツーバイ材を生産し，それのパ
ネル材としての品質を評価する調査に参画しました。
調査の結果，トドマツツーバイ材は，価格は輸入ツー
バイ材より高くなりましたが，品質は遜色ありません
でした。そこで当社は，実用に適する品質であるこ
と，同一地域内で調達できることを利点と考え，トド
マツツーバイ材の調達を検討し，2020年には本格的な
工場材料としての利用を進めました。さらに，パネル
と一緒に納材する羽柄材や仮設プレハブの原料として
も，部分的に道産トドマツKD材を利用しています。

■トドマツツーバイ材の性能評価
トドマツツーバイ材の調達と並行するかたちでハウ
スメーカーや工務店に利用を働きかけたところ，ツー
バイパネルとしての強度に不安の声が寄せられまし
た。このような利用者の疑問の声に明確な検証結果で
応えることが道産ツーバイ材利用促進につながると考
え，強度実証の実施方法を模索していたところ，
2021年の道産材事業で当社が主体となりトドマツ
ツーバイ材の性能評価を実施させていただけることと
なりました。

表1に示した樹種から，スツール，テーブル，カッ
ティングボードを試作しました（写真2）。なお，こ
れらの試作に際しては，樹種の多様性を図ること，お
よび低質広葉樹の流通チャネルを示す観点から，ハン
ノキ（ケヤマハンノキ）原木をひだか南森林組合から
入手し，せり売りで入手した3樹種と同様に利用しま
した。ハンノキを選択したのは，林道沿い等に多く自
生し，早生樹として着目される一方，現状ではその多
くがパルプ材・燃料材として利用されていることか
ら，その造作材としての活用可能性を見ることにあり
ました。
試作は，上川水平連携の会員である(株)いさみや，

社会福祉法人当麻かたるべの森で行いました。なお，
両事業体ともCoC認証を取得していないことから試作
品は森林認証製品とはなりません。「認証森林から出
材した広葉樹を利用した試作品」，という説明で展示
会等に出展しました。また，上川水平連携では，「北
海道生まれ」の木材製品のブランド名称でである
「HOKKAIDO　WOOD」に登録し，カッティング
ボードやトドマツ認証材の一部にはロゴマークを付し
て展示等に用いました。

　　　　　　　
■展示会への出展
道総研林産試験場や上川総合振興局の協力も得て，
下記の展示会に出展し，トドマツ認証材・広葉樹試作
品・木板張防火構造外壁模型等の展示，後述する技術
資料の配付等を行いました。
1) 37th 北海道ビジネスEXPO
　 2023年11月9日～10日（札幌市）
2) かみかわの未来の森を守る『森林認証』展示会

　2023年11月18日～19日（旭川市）
　2023年11月25日～26日（富良野市）
　2023年12月 9日～10日（名寄市）（写真3）
3) WOODコレクション(モクコレ)2024（写真4）
　 2024年1月11日～12日（東京都）
モクコレでは来場者から，たとえば次のような感想
をいただきました。
・高齢者施設では白っぽい色が好まれるので，トドマ
ツは良さそう
・スツールが可愛いらしく，こども園で使える。ねじ
一本で組み立てられるのも良い
・ハンノキの成長の良さと質感に興味があり，もっと
使われて良い資源と感じる

■技術資料の作成
森林認証材，広葉樹流通チャネルに関するそれぞれ
の資料を作成し，展示会や北海道建築士会所属の建築
士への配付に用いました。
1)　トドマツ認証材を建物に使いませんか5)（写真5）
主に建築関係者を対象として，トドマツ認証材の
建築物での使用事例を示す

2)　北海道産広葉樹　流通チャネルの多様化　実践例6)

木材利用に関わる事業者等を対象として，北海道内
で試みられている広葉樹流通の新たな事例を示す

■木と暮らしの情報館での展示
森林認証に関するパネルおよびトドマツ認証材を中
心とする展示を行いました（写真6）。後述するよう
に，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義など
については，十分には知られていないので，よりかみ
砕いた展示パネルを作成するなどして，展示内容を充
実できればと考えています。

■事業を実施して
上川地域での森林認証展示会のアンケート（上川総
合振興局実施）結果は，森林認証制度を知っている一
般の方が少ないことを示しています。また，モクコレ
でも，森林認証制度の内容，認証材を使用する意義な

どについて，一般市民の方に端的に説明することの難
しさを実感しました。
その一方で，トドマツ樹葉のエッセンシャルオイル
（(株)ふぷの森の森林認証取得製品）の香りに興味を
持った来場者に対し，トドマツの葉から絞ったオイル
であることの説明から始め，ラベルの認証マークを見
ていただきながら森林認証の説明につなげてみまし
た。身近な製品が森林認証を取得していることが，森
林認証への理解を深めるきっかけになることの一例で
あり，これからの認証製品PRの際の参考になると思
われます。さらに，認証森林から出材した広葉樹製
品・試作品を切り口として，トドマツを含めた森林認
証製品・制度に対する関心・理解を得るアプローチの
有効性も確認できたように思われます。
また，国産広葉樹を利用する必要性が高まる中で，
せり売りによって小規模事業者への広葉樹供給を試み
た事例，および原料材として集積された原木から板材
の生産を試みた事例を掲載した「北海道産広葉樹　流
通チャネルの多様化　実践例」は，広葉樹需要者の
ニーズに応えるひとつの提案となったことが感じられ
ました。
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■はじめに
2009年に設立された上川地域水平連携協議会（以
下，上川水平連携）は，トドマツを活用した製品の開
発を進めてきました1)。近年では，「トドマツ防耐火
外装ハンドブック」，「防火木外壁技術資料」などを
作成し，防火制限を受ける中大規模建築物でのトドマ
ツ利用に取り組んでいます。

2023年，全国木材組合連合会等から「森林経営の
持続性」をキーワードとする「顔の見える木材供給体
制構築事業」の公募が行われました。上川水平連携
は，「流通チャネルの多角化による北海道上川地方産
認証木材の需要拡大」というテーマで応募したところ
採択となり，森林認証材の需要拡大を図るための事業
に取り組みました。

■事業内容の概要
上川地域では，2003年に下川町の民有林が北海道

で初となるFSC-FM・CoC認証を取得しています。次
いで，2018年には上川森林認証協議会が設立され，
SGEC-FM，SGEC-CoC認証の取得および認証材の活
用が取り組まれています。その結果，上川地域では国
有林以外の森林の65％がFM認証林となり，またCoC
認証事業者は64社となっています2)。また，上川水平
連携の4事業体も，それぞれ森林認証を取得していま
す。
上川地域の人工林はトドマツの蓄積量が最も多く，
このこともあって，上川地域のCoC認証製品やプロ
ジェクト認証施設ではトドマツ認証材が多く用いられ
ています。また，北海道の場合，トドマツ林分では約
7割に，落葉性のカラマツ林分では9割の林分に広葉
樹の侵入が見られる3)，という背景もあり，トドマツ
認証林を伐採した際にも，一定量の広葉樹が出材され
ています。そこで，上川地域の森林認証林を対象に，
トドマツ認証材およびトドマツ認証森林から出材され
る広葉樹の利用に取り組みました。ここでは，広葉樹
利用を中心に概要をお伝えします。

■トドマツ認証森林から出材される広葉樹の利用
2023年11月1日，下川町有林の69／68年生トドマツ

人工林が主伐された際に出材した広葉樹のせり売りが
行われました（写真1）。上川水平連携はそのせり売
りに参画し，表1に示す物件を落札しました。

せり売りの対象となった売却物件および落札価格の
総計は表2のとおりです4)。このせり売りの試みは，
トドマツ人工林に自生する広葉樹を丁寧に選抜し，需
要者に供給することで，材の価値を高め，山側に利益
還元できる可能性が示されているように思います。

 


